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◎人権意識の向上
◎いじめの未然防止と早期発
見
◎道徳教育の充実

豊かな心の育成

・生活習慣点検にて、朝食の
摂取率100％、メディア視聴時
間が2時間以下の割合が90％
以上。
・食への関心を、高めるため
の指導行う（教師100％）

学校の様子がよく伝わった
（保護者60％）

◎家庭・地域との連携充実
○地域の資源活用の推進

・学校運営協議会において、
学校行事について意見徴収
し、学校・保護者・地域との連
携についての具体的方策につ
いて協議し実行する。

○「私たちの道徳」「心のとび
ら」を活用し、道徳科を見据え
た授業を行う。
○人権学習について、各学年
で共通した資料を用いた授業
を行い交流 する。
○いじめアンケート・校内いじ
め不登校委員会を定期的に
実施し、いじめの未然防止・早
期発見・早期 対応に努める
○各学級の児童の様子につ
いて、全教職員で共通理解を
図る。

・学校が楽しいと感じる
　（児童90％以上）
・「私たちの道徳」「心のとび
ら」　の活用100%
・いじめの解消率100%

令和３年度　自己評価書

学校名 　　　　　　　　和歌山市立　　木本小　　学校

教育目標

作成日 令和　  ４年　  ３月　 １０日

校内学力調査の結果、基礎学
力はほぼ定着していると考え
られる。しかし、県学力調査で
は、学年・学級や個人でばら
つきがあった。

・校内学力調査で基本問題の
正答率　80％
・児童の意欲を引き出す指導
の工夫をしている（教師
100％）

心身ともにたくましく、豊かな人間性を身につけ、自ら学ぶ子を育てる。

校長氏名

本年度の取組についての評価

◎基本的生活習慣の確立
◎体力向上の推進
○危機回避能力の育成

前北博文

・次年度も児童による「あいさ
つ運動」に取り組む。あいさつ
のマナーについての指導も
行っていく。
・児童の自主性及び自己肯定
感を育むため、委員会活動を
活用する。

○各種便り、学校運営協議会
等を通して積極的に学校の情
報を発信するとともに、授業や
行事等を積極的に公開する。
○授業のゲストティーチャー、
読み聞かせボランティア、クラ
ブ講師等の人材や、地域の自
然・文化を積極的に活用す
る。

健やかな体の育成 地域とともにある学校

◎基礎・基本の確かな定着
◎子ども主体の授業の推進
○家庭学習の定着
○読書活動の推進

確かな学力の向上

・スクールソーシャルワーカーなどへの相談件数が多い。
・不登校支援員などが対応して改善してきているが、不登校児童や遅刻児童が多い。
・ゲームやタブレットの使用時間が長い児童が学年が進むにつれて増えている。

その他の課題

自然災害や防犯を想定した訓
練を定期的に行うことにより、
児童自身に自分の身は自分
自身で守るという意識の醸成
ができた。

地域の方に、普段の児童の様
子や感謝の気持ちを伝えるこ
とにより、信頼を深めていただ
くことができた。また、地域の
方から褒めていただいたこと
を校内で伝えることにより、職
員や児童の自己肯定感の向
上にもつながった。

・次年度も基礎学力部・人権
教育部・特別支援教育部を中
心に個に応じた指導のありか
たについて、研究を進めてい
く。
・家庭学習の充実について
は、保護者への周知について
学年・学校全体で行っていく。

○「和歌山の授業づくり基礎・
基本３か条」を意識した授業を
行う。
○家庭学習の手引きを作成
し、家庭学習の意義や具体的
な取り組み方法を保護者にも
周知し、家庭学習の定着を図
る。
○学校全体で「読書タイム」の
時間を設定するとともに、休憩
時間に図書室を開放し、読書
習慣の定着を図る。

○「早寝早起き朝ごはん」につ
いての保健指導や学級指導を
通して、活発に授業に取り組
む姿勢を育成する。
○生活習慣点検（元気大作
戦）を実施し、メディア視聴の
時間について意識付けを図
る。
○みんな遊び等を通して、外
遊びを推奨する。

　防災・防犯訓練については
引き続き定期的に行うが、休
憩時間などの避難についても
計画していきたい。
基本的生活習慣の確立につ
いて引き続き、全児童を対象
に、具体的に指導していく。

校内いじめ不登校委員会を定
期的に開き、対象児童の状況
を関係職員で情報共有するこ
とにより、早期対応ができた。
また、SSW、関係機関ともス
ムーズな連携ができた。
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１　教育目標

令和３年度　学校運営等に関する評価書

学校名 　　　　　　　　和歌山市立　木本小　学校

作成日 令和　  ４年　  ３月　 １０日

心身ともにたくましく、豊かな人間性を身につけ、自ら学ぶ子を育てる。

2　学校自己評価についてのご意見

確かな学力の向上 豊かな心の育成 健やかな体の育成 地域とともにある学校

・校内学力調査について
は、目標を達成できている
ようである。

・児童へのアンケートへの
結果から概ね達成できてい
るのではないか。

・朝食の摂取率については
ほぼ達成できているようで
あるが、メディア視聴時間
については、高学年になる
ほど、達成できていない。

・保護者アンケートの結
果、概ね達成できているの
ではないか。

・どれも大事なことなので、
引き続き取り組んでいくこ
とが大事である。

・さまざまな人権問題に取
り組んでいく必要がある。

・姿勢はとても大切なことな
ので、高学年になってでき
ている割合が下がっている
ことが気になる。しっかり指
導していってほしい。

・家庭と地域との連携につ
いては、引き続き充実させ
ていく必要がある。地域資
源については、学校がど
のような人材を求めるの
か、コーディネートしていけ
ればよい。

・放課後等に個別指導して
いるのは、基礎・基本の定
着のためになっているので
はないか。

・アンケートにより、いじめ
の早期発見や早期解決が
できているので、重大事案
に発展しないのはいいこと
である。

・朝食の摂取率については
心配ないようであるが、食
事内容についてはどうか。

・コロナ禍で交流も難し
かったが、１年生の昔の遊
びなど交流の方法を考え
てしていたのはよかった。

・行事を通して培われる力
も大事である。

・教室に入れない子や別室
登校児童の現状はどうか。

・防災訓練については、継
続的に実施していく必要が
ある。

・挨拶ができる児童が大変
多い。また、守り隊の方に
自分から話しかけたり、感
謝の気持ちを伝えたりする
児童もいて、地域ともつな
がりができている。

・学力充実は大事である
が、基本的生活習慣の確
立や人権教育にも引き続
き取り組んでいくことが大
事なのではないか。

・登下校の守りたい活動を
していると、子どもたちとは
しっかり挨拶をしていくの
で、学校でも引き続き取り
組んでいってもらいたい。

・姿勢指導については、
日々の指導も意識してして
いきたい。

・育友会行事に自治会も
協力できるものがあるので
はないか。
・図書ボランティアをさらに
充実させていく。

３　その他のご意見
・「学校が楽しい（児童）」が９７％、「毎日楽しそうに学校に通っている（保護者）」が９０％とどちらも高い数値であることは
よかった。
・メディアや寝る時間など学校でできないこともあるので、家庭との連携協力が必要である。


